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は じ め に 
 

 

 当センターは，感染症の発生抑制、食品、医薬品等の安全確保、大気環境、水環境等の

保全を目的として、試験検査や調査研究，監視，研修指導及び情報の収集・提供などの業

務を総合的に実施しており、保健衛生及び環境保全分野の科学的中核施設としての役割を

担っています。 

 東日本大震災で本庁舎が被災したことから，現在は業務の大半を仮住まいで実施してい

ます。その影響で業務の一部を中止や縮小をせざるを得ない状況にあり、新しい本庁舎の

完成(平成２７年３月)を心待ちにしているところです。 

さて、平成２６年は、国内ではデング熱の国内感染が７０年ぶりに発生し感染者数は百

数十名に達しました。海外では西アフリカを中心にエボラ出血熱が猛威を振い欧米でも感

染者が発生しています。地球規模での気候変動や社会経済のグローバル化により、国内で

発症例がほとんどない感染症に対してもこれまで以上に注意していく必要があります。 

また、日本固有の気候や風土、そして連綿と受け継がれる人の営みによって培われてき

た豊かで美しい国土、県土を保全し後世に引き継ぐことが大切です。 

センターは，関係機関との密接な連携のもと、職員一人一人が研鑽を重ねて、これらの

課題に対して自らの役割を果たしていきたいと考えます。関係者の皆様には、なお一層の

御指導，御支援をお願いします。 
このたび、平成２５年度における事業実績や研究成果等を年報第３１号として取りまと

めました。関係者の皆様に御活用いただければ幸いです。 

 

   平成２７年２月 

 

宮城県保健環境センター 

所 長  渡 部 俊 文 
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